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1'i1 ・ .iu/Jとq'i'J・文化的統 広識の／こんなるl11li反としうがこ

土きものむはなく，もちろんそれを基礎とし なが （， 'h' 

新／こなる政治的・経済的・社会的統 秩序の創建Eいう，

U寸〉ばツi二店統イ｛，：＂ (Lehense、inheit）に~礎をおく“＝1

-¥) ／パJ仁r,司f本王暇2：，、（dieEuro1》：iiメhec;emeinsh三，rci《leε）

のA丈士見l二あるJ（牛：去 7J斗一シ） L j三カ

1，可{j弘:f)H,さ：！ (Lehじns日emeinshaftsiclce）をぬきに Lて喝 l'Jr

L L、ーョ－ p ＂／パ統 ｛，J ,European lntegration）わ理念

を話りえ tn、のである！ 「ヨーロソパ革ぷ斉共同1’本 (EE('.)

it, =1ーロノパ統（t‘ ヨーロソパ生ht;守共同体Eいう歴史

！下J,tミヰゴ象とのが，u＞，~におい亡ノ主主れたものであ f p ご．

それ以外のものではなし、t EECの経済的効来は大iii場

やHi十世の経済の則論に上っで !,l;礎づけられるであろ弓っ

LかLEECの統f；－的効果はそれにとど士るものでな〈、

政治的・む会的効果の側而に大きなt主；さが向けられねば

なじたレI（本書11ペーシ）！そしてこのよろな EECの

政治的・経済的｛主義は， :i r'J二二ョーのいうような「政治

か人経済へ九「経済から政治，，Jの無阪のfl復運動壬キll

五作用のなかで杷摂ざるへきであり， L／：てが J 》てたんtr

るu；汗手rtiJtEll」どしてではなく， 「if.Zif，経済マ体！的把君主

':: : .. fは仁めてー！全l三時！！解できるのである！ （本書1'.lぺ

-.. ') そLて氏は， EECの現実に現われた中校ヲーロ

ソパ統f;-の理念乞 t：んたる経済的慨念 ξしてではな

く それを越えた政治的・経済的慨念土して正しく理解

すイJにあt：》て司 リストのすぐれた政治経済学的方法び3

nmけを，改めて再認識することの重要件を示日をしてい

る f木汗［5ページ）；

たしかにi交わ指摘主れるとおり‘ヨーロヴパ統f',は経

済争的わ一辺、のみでは柊j/j'j主可能ではなく、政治・経済学

的 Ii法，さらには隣際社会科学部門との共同研究によ J ' 

て Iけ深L、周角平方：＂T能と なろろ i かかる｝j[<i]は，土くに統

｛；問題の上うな政治、経済．社会全般にj，（：てる海維な社

会だれの諸H而lの総i',11ノj分十rrには要請されるのでふる

『欧州経済統合の分析と展望J

(lj[rj，土人！Pj；：［司際問題目）］すEFiJr TIJ, ll{Hll :lli ;I 7 I J, 
,i斗ゴ，，：，.：：ー／

EE（、に問するわが！よ｜の研究文献はすてずに多数にのぼ

どJが，紋ia:l刊行された Jドk州経済統台の分析今Ehi下？U Ii, 

「｜本凶際問題研究所， l品際経済部会の作業＇~ Lてll又打［牛

l「人h，その l午イイ'I’にわたるliJI究成果そとりまとめに

二二ーケた蒋ii二といえる l 本研究はわが！主l<!J EE仁川’1t

許ザ lレー 1＇（／） 共｜ぃi作業ども 1，、うべきt，のであるが、 ιL

tと...－コ（／Jf本系を 4,.. ，三者作として企画I ＇：＜れ／二~， ,;i Cは

な＇.＇ fこめ，論丈~のような体裁と t, ＇＇てヤる川しかし，

これを補うへし百！｜究な加者のシ Lボ：， cc －ームが末日に

収録：~h 寸L 、う ,i，＇，，：が， この著作5のlit大の：／＇'tt:'oとレえろ！

t, i；‘オ.：;1：のflt竿tR'1i0と情/Jx；土以 i、の E.)',; l；でふ；：，

村山tW , iヨー口／ノ（統f「E耳！怠，ll形成土発以 i

('.;,I f与野点雨、 「E目、のJ卒業構造 if01l構造と物

価構造をq1心 Lして」

（γl /Ji ！~正義：~~， 11吹HI経済統（；－とlk11際的待f（／）問題

l:f.i際｝｛；引の総l守的ぅit庁内示J：みJ

川村光に 「［〈）；什｛経済統「「におけろ伏流問題

1,,; /U事和i号、 守ーロノノ、jt!,;J市場の珂！；＼；命的長礎に

Ftけるー見解 モ IIス・アレ数十受円比較ft,A,l命的方伝

の利子「l

<fi) il見博明‘ 「欧JI,［経済共同体！EEC'': ::; l*il 

17) I I 11.: 伴、 I El辺、と 1,f｛肉質 l~ I 

そLて「結I命」としてンンオ、ン－，＿－－ムi宝；；己主泣からた I)

ている そてて J Jぎに τ 本-;i:i:，吋蒋f点lこL/i＿が -~ :JI) 

也監修

5干一一一一一一一一一一一 愈一一一一ー一一一－ ,,,, 

’・ 1l1 4,: -~jt1 i_ti~ 

(]) 

(~) 

点を要不Jしてな上り l
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1
 

1
 

ib~1F1；ィ繭i℃ l土日目、のj1＂（；$構造－ ti(用構造と物保Ii

椛fu企，1i心 Eしてlにむし、て， M1J極にもある主うに， EH、

の ＇f(JTI構造If.，，びに物倣構造の分析な通じて，域内各｜時

産業法迭のイ》つ呉~’f生の械Illiこ新たな関心を鴎起Lてレ

ら 従来司ややιすると， EE<：の成立の条｛’iの J ）に

将済格！荒段階のは 「主が経済構造のi五j質性とただt｝にl'i¥J

j空 Jけ＼ iLる/iti[i'付，；！；，.》fこが，氏はこのJ去を実証研究で

i正論LてL、るれにU:I l L t: ', ＇，氏。ヲ分析に上ると，物価

ロ

士す‘ i反t(iti,J -f¥:は lヨーロ川、統行理念。J)f；／＆と 'le
民 liこれL て IL¥ ＼校ヨーロ.， , : Iの概念持起を茶礎とす

る独自の観点力、れのγciローチを通 L, トドノノ 2絞f「

理念の形成とヰ官民をIV:史的に追求 L，政治的・経済的概

念どしてのヨ一日ソ白、統（；－－を意味 J ぺ「てL ふ i℃の在位以

にヒ之3 と， lヨー口、Jノ、♂7続行i士， tはやこjl Eでの＝；

ーロノノ；をささえて，，、t－統一立；設すなわちご＇；＇ ＇） 川、教
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構造と雇用構造の接点ともいうべき EEC諸閣の賃金指

数の動きには与業種に共通し三，ぞターンがみじれるが，

総合指数；I各I1JI司にかなりの較差があり， また労働生産

性雇用の弾 ）j性等にも差W,iJ:1.1- （，れ，産業：•） ljにみた労働

力構成と比較生産性，特化構造の相違がわかる。この各

同産業構造の呉質性に伴う相対価格体系＝物価i構造変化

の態様の，：cw1）：明らかにされてし、るG そし亡J＼：；士 EEC

の産業構~（／） ~（質性によ二：J経1れた長の差異を l品i在宅一 1－るた

めの各国経済政策の協調の必裂性から， EECiι内在す

るI汁随iの）ポ躍をみし、だしている（本書lti～51ベージ〉。

もちろん，｝＼のいう「；i十蘭の！原理」とは， 「中央，H憐j

経済1にな..／＿せるようなυ！凶化の原理ではな二 f自

由競争」のi)/i[lj；このっと ？とお同家的政策，；J品ずごと併すべ

きものであろう。

IV 

加藤義的tl女州経済統｛；＇こ11J際均衡のl/;J足立 国捺

取引の紙、台（i当分析ーの試みj /j_んびに西村光たK,欧州経

済統合における決済問題」は，従来もっとも考察の薄か

ったこの分野にっし、ての知識を読者に提供してくれる。

加藤氏のうf析によると， EEC：諸国間の商品Hめ収支は

貿易自由化と域内貿易の↓位、大を通じて均衡化f~i[,,J をみせ

ているが， EECの対域外の商品貿易収支パゲーンは対北

米入超，その他の欧州諸国および後進地域に対しては山

起となやでいろ 商品質M外収支では， EFC各［t:Jの特

殊性をf-i.1刈I_・c、かなら n丸域内諸国間cYJ候［化傾向

がなU、去、が特徴的である まI:, EECの資本作動の実

態を検討してみると，資本移動に関する伝統的耀論で1土

説明できない諸現象が起こりつつあるようにみえるω す

なわち， J5{IIJご十日対的に資本談山国であると；μ》れる］＆

ドイツIこ域内/J・らの投資がふえてU、ることペヘ II」際投資

が商品質坊の余剰からと.＿.うよりむしろ投資Wzin'tiJ＇らま

かなわれる傾向がでているからである3 その結果，氏は

従来の経済統合理論の教えるような資本移動の役割の重

要性を泊大111＇仙lすることは， ,il ；） であると防附している

（本書配～ lIllページ）。

たしかに氏の指摘されるような資本移動の失態は，

EEじにかぎらず，他の地域でもみし、だすことはできる。

そこで問題は．かかる実証的研究をふまえたうえでの理

論的統 A」引とれるのでふ／〉

V 

凶村氏は， EPU(European Payment U川on）から

寮評

EMA (European Monetary Agr関口1ent），さらに EEC

（／〉通貨同盟へと手達成ナる決済制度の推移に伴う問題点を

5く♂Jている。 El刊jのもとでの決済問題の中心は域内

での多角均衡ということであったが，現在の EMAでは

域内決済というよりも峨外のより広範な諸国を含めた国

際決済問題というように局面が変わっているo そこで

EECの第2段階実行，d-函におりこまれた通貨Jiai]:{1むあ

ふが，その本質i土橋1,li,l叫がお互ヤのために為替レート合

凶iiとするところにある。その結果J，金融・財政政策など

の政策，制度一由の統一等による域内調援が問題となろう。

しかし，実際に EEC緒国の経済をみると，経済統合理

論引われるような等質的な大市場はイイ在しなヤし，労

働、資本とも国際的によりも各w内でずっと能率的に作

動しており，今後の丘EC経済の発燥にとっても，国内

均衡的発展を第 1次的に考えないわけにはu、かないだろ

したがって城内である程度の不均衡が生ずるのは門

限、のウリゆきでふイ》と指摘してUる（ァド、書112～l:lOへー

ン人

たしかに氏の指摘のとおり， E巳Cの通貨同盟はより

高度の統合の段階への前進を意味しているが，それに応

じと上り弾力的な金融・財政政策の運用による域内調整

1/¥l組が生ずるだわう J そのため仁は，従来以上に応度な

段階の域内協力が要阿南され，より性i磁な発展のW11！付込f’

m、されるである。

VI 

1'i:1雄和男氏［ ,・1 - 11ッパ共i百JT!i±必の理論的基礎μ除J-j-

o・見解一一モリス・アレ教授の比較経済論的考型築の紹

介」は’面I］題に示ナとおり，モリス．アレ（MauriceAllai ） s 

粁 tヨ一ロツ，、t討cf「一一繁栄へのiiiU(L'E挺roρt，【J11ic

r引Ill‘， dela iうFγJ、ρeritピ， Paris,]')60, :J68p，）の第1部の

紹介である。モリス・アレが提起した問題は，欧州共f,i]

市場の実現の結果，参加6カ国の実質国民所得と生活水

準は倍増しうるという点である。アレはアメリカとフラ

ノ 人山1956年の生産-rtを比較し約2対1の較差の）Ji{凶

を比t絞静学的）j法 E分析する。その説明要因とし亡、（1)

天然資源，（2）資本集約度，（3）労働，（4）経済体制が取り上

げられるが，（3）の労働には，労働の質，市場規模，人口

J{/JJII，社会的共准の11J能性が含まれ、（4）の経済体制には

／こんに採用されてヤら俸制の型だけではなしに，その｛本

;HI］を動かすうえの人間の精神が含まれ亡いる。アレの分

十Jj・に上ると，非同ムアメリカとブランスの生産性較差の

説明要因のうち，天然資源によるもの15～20%，市場規
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弘一
三二二二二二ご士ごご＝謀 長T

模の技術的効果1り%にすぎ寸，市場経済の機能によるも 主義経済協に与えた影響，（立）資本土義経済の地域化傾向，

のが70%を説明するコこの点から7 しは？夜、有M1む防を 川域外諸国に対する自由化強制効果にJル、て指摘する＂

gt;礎とする市場経済のなかで行なわれる自由設令こそが そ Lて，おわりに Ill:界経済の将来を展望L，現在の EEC

生産性し たが－，て：＇tif，水準の向上に寄与するも、とも強 をrp｛，、とする資本主義諸国の丙編成から，今後は低開発

j Jな原動力であるとロ門出lL, E刷、は生活永準内｛.＇ O習を 同開発ー依界経済の拡大均衡j義ヘケiをは移行するであ

約一点すζ〉と結論する（本吉1:11～if,7,,-/ )., んう土結んでレる（本書168～227ページ〉。

ア Lのi議論法、 7 弓L スの代表的経済苧おによる：ド位、 深見氏は 1，マ，ともまW，命保jかっ包括的iこ EECの域外，it

経済の比常的比較どい行ぷ：リまでは興味があるが、理論的 凶に対する効果を分析してし、るo EECの分析には従来

には:m雑さを免れえた＇，＇， Yt-の挺起し たノ1:i舌水準の！日！ の経済矧論の総f竹下j知識が要求3れるばかりじなく， Wr 

闘は守 iミヒC山長期経済子浪IJの理論t'r'.J.実際的諸問題に L ，，、用論の発！誌が要.~青 0 れるの仁あるc この忌、i法でケ it

i，関連があり fr司年伎にi去j告するか，主F二E目、が経済 のMl定に期待するところは大きし、ものといえよう！

成長チ Lポを／Jili宝化させうるか否かのliil究lt t湾味があろ

〆j

¥11 

i宋児t1宇明氏｜↓吹州経i1ヰJI;［ぃH本（EE（、）と：U¥Jは は、

EEぐの本Y主：rt見定かん統子？の，1i!t命iこjft丸、 さんに主主外，；者

Jt:jに与える効果をかなり包t,f;it0にう1111L、 ［世界主主流（／）H

）￥：構凶を柱建望Lてし、，？＇.，ご氏 rtEEじの域外経済におよほ

す効果分析の用只としご，従来の経済続行時五命の系；活全

（れ関税[riJ］；日理論と，（口）大計iJ誌の理論に整fl：するιi'1fi-fi'it 

•'l,- f「ー（＿［.Vin℃I 人 ミー；、上1E . .¥1日υIi_ C トブス

キー（丁 旬、itm・,ky), J ヤ：， '::, ,J. H. Jans刈川、 11> 

Jー｛吋 H.l.i山 i(、r! '-~;, i元fi；土ント， .,_ ¥ 二；内

一！）.F lJεniaul与のT明iliifiに t yて｛にョミ＇：＇ AL<,. /.';H11ui 

とおり、間続lぃJj;{if'li，論i土恥ねりには怜態的t；..関税の去りlj

的撤Ii告による効県のすE印｜であと1引にけL、大市場のFl!出品

i土司統rtによる同慌の経済の実士見ど競争山激化に上る耐j

f患がJな経済成長促進効果を分析するものFあるがτiU土

統 ftの域外効果分析を二－/) （／）理論にの｝土 C /'':;'t三1、

第 1次的（短期的，，＇，争態的）な差別 i’O白rl1化によるHJ台、効

果；こよー Jて第：：！tiに不利な影響をうけるが，第三次的'.l土

期的，動態的）t，成長効果によ γじ 4般的iこfjfl］な効果

をご｝げる止のとみ勺 l っし、で，氏it統 f,-c1,J浅タト効果を‘（｛｝

総体的J巴提，（口！｛［,¥J1Jljf内把持、（ぺ出界的.t也Ji,Ht'J）産比、の二1

の伊ljj面から誇’奈しごU、どJ., (1）~主体的把t屋に上ると， EEC

の域内貿易の域外貿易を｜二位lど〉急速なj1!1びの多く ii貿易

fiiJ/lJ効果による t.のであ J J仁、成外に島JL 1、干I］な影響は

それほどみ「〉れなL、が，（日｝似りlj的に τ 存地J1'£1Jlj• lil日lj・

商品目ljに把何十心 lと，除名：な ~UJiJ化効果か ｛｛（I. l., EU  

♂）jif'／長はとくに域外の！日制宅地M：，溢設の ii＼：：戸＇t.＼占輸出

｜τi 1：打等号令与えっ、るこ l：がわ;I;、乙 主t-('' El:（＇にり

iど.1111u1'J ・ ll 1!'~i'i'J l歯止、 '- , IJU.,1,-i ， 『 •I 、ト E< v>iL, 
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VIII 

LU本を1-¥:Iト；E（：と東西貿易j Ll:, EEC &:: Iド心と 1る

Jfi百貨坊の志向に／）＇，、て ・ttt界経済の発Ji（という観点、かム

号本 LL十ふ：お 2次大戦iをにおける二つのtit界経済体

制のうよ、に資本i主主i吐界1liJ誌と社会主義ttt：ム界it-it誌の分裂

は， J¥11t｛貿坊とし、う特殊の問題を提起Lf二。それは1,1,ir,,r:

汽｜町内対抗関係の推干名にJ,t：じて，拡大と縮小の起伏を繰

り；igLたが，， {,, ki-tll的趨勢と LCJ持大の傾向にあると

み，，i1ふ とtに閣内貿坊の拡大に0'5めながf》ι，社会

Vii~若lkii主熱帯-r't産品や近代的：L:!tf ，；宣告111の不足乞なお

多分にIii外の低開発地M：や，1可ち諸｜持かんの輸入に依イヂせ

主＜， t,ごえなし、 l制有力：11守摘できる〉こjLにけ L, ll'i )fぷいl

ftfr；己主樹立｛よけれ治、：｛I炭，鈎 ！’1全， f ン万二鉱、・,t:

l-1などを輸入 Lてし－；：，が，そのtくはi也の白 f}!d1'):1Jiかん

ι購入Lうる t，の守あ IJ，そのh.f土優位にあると 1、、えら，

かく［ 〔京性！貿如t、ti：会i宇主諸［司にと戸 J亡i土i正Jtf＇）建”

i，日重)j♂〕-fClび〉要三里が， 多くの資本ii述調見にと－ 'Cは，

L・ L 7,diJ坊主人大の要求がこれを保l.'iL，推進するflJ!tlt全

h L (l.、ると解される。こうした関連と意義におνてJ!f

絞・－＂れている東 F百貿易＇0）実態を EEC諸国を中心に段付

L C，、イJ

内一 ・1----11、ぃ、諸ltl'iで高官としての東西貿易の長j[i:O）趨勢

｛主持Irr＇，可Mt1,,1がみられるが， f千リスな「》びに EEC諸［El

土、ノ住・東欧諸臥とのあし、だの貿坊の型は，レオ〉ばりえ者＇ 1

t'r'.Jh i：業先＿ij!J也i或と｛を進士山j戎のあL‘だの関係金示してL、

る 、ノ述i訟の F；臥ノ 1,',jけ輪出額の 4分の：1は第 liうて！＇［品

に［； 〈。li β，， t', i IてJjI）、 l今業製品｛土 4分OlIれ：！芝て寸是〉

〈》レ’）（こ＜tL ・:・, EU、L 、ノ j主協l.ti';l!ili!,J け σ ）；陥/J ＼（土 i今業事g,•,

点；υ／tオ1J(t'JtJ:上ヒ亘‘を，1，めてし、る C しかし EE仁が第2段階に

作n1-: ¥111i1切に））,xi大jJ),j、（riv）材、If{L）のと省、Mが純作 3

it ,, J;’kl:. ,, '1.パレ ：：， El江 主力持~iこえti'心 -,o>HL 11J1i'J 
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什半、fl;;llv、だされる。

い？最近におけるソ連邦のけ山i吹質めの特徴が明ら

かにされる。コメコン体制の育成と強化のため，ソ連邦

it［斜1J'1貿易の僧大tこ，い J そうの努力をふり向けるとと

もに，低開発諸国ならびに先進資本主義諸国との貿易関

係の鉱光に留意せざるをえないという点に，東西貿易の

互主要性が潜むと考える。そして最後に EECの東西貿坊

の前途を展望してし、るc EEC諸国は，ー陶．において日EC

それlJt本の発展なり，西方陣蛍のいJtiJWJ結束の強化トこ共

通わ利益を見ヤだすとI百j話、干、こ、！く1i1i日立各国それぞれ独

l'i c＇吋， J易において，東西貨h；νIJjJl;、光：二f正L関心を寄せて

}; ；：，司てして同様な事情を， ゾ連邦て； -: ＇コン諸国につ

噌 ：♂められる。そこで， I乙E＜－，渚1q.＇：：’連・東欧諸国

とのあいだに，先進国対後進｜乱ないし工業国対農業副

の分業体制が持続するかぎり，双方のあL、だになおしば

九く補完的な貿易関係が存枕するものと考えられる。し

かし，将来EECの統合化が進燥し，またコメンコン内

部のT't化が詰／j進した晩には，双方のあレだに競争関係

が激化するであろう。そ L C この｛•＞ ,U 11'lt_1J/i!:から，現在

4ぐにfff;.開発地域にたu、する媛11/J校争が強まりつつある

と斜J ,~: 九る。ソ連の世界貿V1ニ＇.：，if告のt!l"/', ，：，低開発諸国iこ

上v」張が契機となって 1I ,1 J車百弘［J可吃尖議jが調かれ

たが，これはI止洋貿助金体の発Mにと，，て望まし U、進歩

とし、える。 EECもコメコンも，そして東jJLf貿易の問題

も，この世界経済の転形期に対処して，そのj隼路を事fi＇，、て

し、かねばならないと結んでいる（本：＆：ns～246ページ）じ

本 fi＇~；では EEC と東西¥:I V1関係、が手際上くまとめてあ

'), i'1i1縞を捕って， EECが｜世界の（也山地域におよぼす

日；'7,¥＇の jjiJ而についての理解を，；｛者に Ijえてくれよう。

IX 

結論として，当研究参加者によるシンポジューム速記

妹がある。その内容は， EECの基本的性格規定， EEC

の理論的基礎， EECの構造， EECの進艇と第三国に与

タる効果， EECの展望かt，た｝ており、先に展開された

件人，／）論文を集約するかに九 c,;-t論が選ffれてL、る。こ

(/) ，，－「論l主きわめて手際よ＜ i¥fit'it.て｛‘、ふ／ιニめ，「！吹州経t斉

i光f「，J)＇；｝析－と 11(望1にふ.＿＼ J】LL 、占若↓，~（i'J :.-

L、る 各人の論文問の脈絡か二ニ；二、d 、J二－，てs流，者lこ砂iら

A通になる土！ιう＇この店、味では， i，光千Tはこの縮分をむL

ろ最初に読み，各論に反ることが理解合唱J；げるであろう。

書評

X 

川、LiこiS1，、ζ ！(I吹州経済統合の分析と民望』に盛られ

た議論文の要旨紹介と筆者の簡単な印象を述べてきた。

この守番：作は嘗かれた時期から出版にいたるあヤだに， 1 

1'f，ほどの時間的遅れがあるため， EECの動向分析的な

｛！制所は新鮮味をやや失っているが，分析の内容は今日で

もいぜん有効であり，示唆的である。それは従来のEEC

ω｜究j：にあまり分析されていなか－ , t二｛Wlif1iにJ ル、ての研

究全戸；ん℃お’んその意味で漸tr－－－＂全失寸守口、なし、こと

Viであん ＇i。
1Jげれよそれぞれの専門家の立場かん書かれたかなり水

準山品い，liJI究であるにもかかわらず，、ド弘であり， EEC

の経済学の王手引きともなりうるものである。したがって，

EECのより深い理解のために，研究者，学生，実務家

のU、す＝れにとっても有益であろう。一読をすナめたし、著

作であるo - CJ.al成長調究室鄭門調在民 大l'ti llf{) 
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